
たくさんのお客様をお迎え

して、今年度第１回目のオー

プンスクールを実施すること

ができました。日頃の学習の

様子をはじめ、ドーハ日本人

学校の子ども達が頑張ってい

る姿を多くの方に見ていただ

きたいと計画したものです。

日本人会総会の場で最初の

案内をしました。大使館のメー

ルマガジンでも広く知らせて

いただきました。お陰で本当

にたくさんの方々に、子ども

達と学校の様子を見ていただ

くことができました。正確な

数ではありませんが午前中だ

けで３０名以上の方が、午後

になると８０名以上の方が来

校されました。午前・午後共

見ていただいた方も多く、の

べ１２０名もの方に来ていた

だけたことは、本当にありが

たいことだと思います。

子ども達は多少の緊張感を

持ってはいましたが、普段通

りの生活・学習を展開してい

たように思います。毎時間い

ろいろな方が教室に来られる

ので、６時間目の「ミニミニ

発表会」の時には、もう見ら

れることに慣れてしまったよ

うな感じを受けました。私は

このことがとても大切だと思

います。人の目が有る無しに

関わらず、その時々にするべ

きことがきちんとできなけれ

ばならないからです。

こんなことを考えながら見

ていた６時間目の発表は、先

日の予行練習の時よりもずっ

と良い発表になっていました。

学年が下がるほど、練習との

差が大きかったように感じま

した。特に低学年の音楽は、

今までにない良い発表になっ

ていたと思います。必ずどこ

かで誰かがつまずいていたも

のが、とても素晴らしい演奏

にすることができました。

「本番に強い」ということは

大変重要なことですが、文字

通り本番に強い子ども達になっ

てきているようで、とても嬉

しく頼もしく感じました。

今回のオープンスクールを

通して、子ども達はまた少し

成長したように思います。こ

の経験を生かし、さらに自信

を身につけられるように取り

組んでいきたいと思います。
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北爪大使御夫妻をはじめ、

本当に多くの方に来ていただ

き心からお礼申し上げます。

あのような場で発表ができ、

それに対して温かい拍手をい

ただくことで、子ども達は自

信を身につけていきます。そ

れは他のことには代え難い大

変貴重な経験になります。

これからもドーハ日本人学

校の子ども達の頑張りを、温

かく見守り励ましていただき

ますよう、よろしくお願いい

たします。

ご来校の皆様
ありがとう
ございました

たくさんのお客様がみえました
中学部の「英語劇」

頑張った「自己紹介」



オープンスクールを終えた

低学年の子ども達の感想の一

部を紹介します。一生懸命取

り組んだことがとても良く伝

わってきます。

びゅんびゅんごまをつくっ

た。わたしのびゅんびゅんご

まがすごいまわった。すごい

うれしかった。でも、わたし

のびゅんびゅんごまで、てが

すこしいたくなった。

れんしゅうのときやリハー

サルのときは「ドレミのうた」

をまちがえたりしたけど、ほ

んばんはまちがえなかったの

でよかったです。「カントリー

ロード」はじょうずにうたえ

てよかったです。

「あしたがあるさ」のきょく

は、２２人で音をあわせるの

は、はじめは大へんだったけ

ど、オープンスクールでは音

があったのでとてもうれしい

です。

きんちょうしたことは「ド

レミのうた」です。りゆうは、

いままで「ドレミのうた」を

れんしゅうするとき、かなら

ず１回はしっぱいしていたか

らです。でもほんばんでは、

ちゃんとできたのでよかった

と思います。

いちばんがんばったなと思

うことは「カントリーロード」

をうたうことです。なぜかと

言うとみんなできょうりょく

したからです。まちがえない

でうたをうたえたからよかっ

たです。先生も「よくできま

した」と言ってくれたからう

れしいです。「ドレミのうた」

も、さいしょはまちがえとか

ひくのをわすれたりしたけど、

ほんばんがきたとき「まちが

えないようにがんばろう」と

いう気もちでやったからでき

たと思います。「あしたがあ

るさ」も同じ気もちでやった

からまちがえなかったんだと

思いました。７月のミニミニ

音がくかいも、がんばってえ

んそうしたり色いろなうたを

うたったりしたいです

心にいちばんのこっている

のは「ドレミのうた」です。

なぜなら、さいしょはかしを

まちがえてばかりだったけれ

ど、本ばんは１かしょもまち

がえないでうたえたからです。

おかあさんが「よくがんばっ

たね」と言ってくれました。

わたしはとてもうれしかった

です。

オープンスクールがはじまっ

てアラビアごはやっぱり手の

やつがきんちょうしたけど、

じしんをもってやりました。

そしたら、みんながはくしゅ

をしてくれたのでうれしかっ

たです。えいごはアラビアご

でじしんがもてたのでよかっ

たです。音がくはっぴょうは

「あしたがあるさ」と「ドレ

ミのうた」がけんばんハーモ

ニカでまちがえないでひけた

のでうれしかったです。びゅ

んびゅんごまつくりもたのし

かったです。

れんしゅうのときはなかな

か音があわなかったけど、ほ

んばんのときはけっこう音が

あったので「よかったな」と

思いました。「ドレミのうた」

はさいごのドミミのドしかま

ちがえなかったので「よかっ

たな」と思いました。れんしゅ

うをたくさんしといてよかっ

たです。
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「ドレミのうた」の演奏

全校合奏「あしたがあるさ」「びゅんびゅんごま」つくり



学校の重要な役割は、子ど

も達を社会化させ自立した人

間に導くことだと考えていま

す。そのために様々な学習や

活動を、意図的・計画的に実

施していきたいと思い取り組

んでいます。

学習・生活の両面で自立し

た人間にしていくために、何

よりも大切なことは子どもの

「自己管理能力」を育てるこ

とではないでしょうか。自己

管理能力というのは、基本的

な生活習慣や行動様式を身に

つけ、自分の日常生活につい

て自立的な判断と責任ある行

動がとれる力のことです。具

体的には「自分のことは自分

でできる」「自分の考えをき

ちんと言える」「問題に対し

て積極的に取り組める」など

ができることです。

そういう面から考えると、

日々の家庭学習にも違った重

要性が見えてきます。家庭学

習がなぜ重要かというと、学

校で不足した学習内容を補っ

たり単に復習をしたりするた

めではありません。先生に頼

らずに｢自学自習｣する態度を

形成することが大きな目的で

す。自学自習できる子どもは、

将来の社会生活においても困

難に立ち向かえるような、生

きる術を身につけることが期

待できるからです。

しかし子ども達からすると、

そんなことを意識して家庭学

習をしてはいないと思います。

そこで、その子にあった指導

をきめ細かにしていくことが

必要になります。誰にとって

も効果的なことは「誉める｣

「認める」｢励ます」｢アドバ

イスする」ことです。このよ

うな言葉がけをしょっちゅう

行うのです。子どもは誉めら

れたり、励まさりたりするこ

とで「やる気」を高め、頑張

ろうとする気持ちになります。

そうなるといろいろなことに

対し積極的にもなってきます。

先日のオープンスクールで

も同じようなことがありまし

た。先生やお母さんに誉めら

れたことを喜び、大勢のお客

さんから拍手をもらったこと

で「やればできる」と自信を

深めているのです。

子ども達が自信を身につけ

るということは本当に大切な

ことです。自信を身につけた

子どもは大きく変わっていく

からです。自分のことは自分

でできるようになり、自分か

ら進んで行動するようにもな

ります。発表会のような行事

はもちろん、日々繰り返され

ることを大切にして、子ども

達に「自己管理能力」を育て

ていきたいと思います。
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中学部･技術家庭科｢情報｣の授業

１～４年生｢おしゃれな動物園」

小学部の各クラスで「こと

わざカルタ」の取り組みに力

が入ってきました。

１・２年生は昨年から生活

科の中で繰り返し行ってきて

います。少し前のことになり

ますが、５・６年生が一緒に

カルタとりをしたところ１・

２年生が勝ったので、今日２

度目の対戦が行われました。

結果は僅差で５・６年生が

勝ちましたが、限られた時間

の対戦だったので勝敗はどう

転ぶか分からない状況でした。

１・２年生の頑張りがとても

光っていました。

先日３・４年生も「ことわ

ざカルタ」を始めていました。

この先どうなっていくのかが

とても楽しみです。

「ことわざカルタ」２度目の対戦

｢ことわざカルタ｣ ブームの到来？！


